
 広
報

編
集
・
発
行
　
鶴
田
町
役
場
企
画
観
光
課

令
和
4年

6月
15日

発
行
　
第
740号

〒
038

-
3595

青
森
県
北
津
軽
郡
鶴
田
町
大
字
鶴
田
字
早
瀬
200の

１
T
E
L
:
0173 (22) 2111  FAX

:
0173 (22) 6007

Ｅ
メ
ー
ル
：
tsu_info@town.tsuruta.lg.jp

鶴
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.town.tsuruta.lg.jp/
鶴
田
町
観
光
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
「
メ
デ
タ
イ
・
ツ
ル
タ
」

http://www.medetai-tsuruta.jp/

つるた町民ライブラリーつるた町民ライブラリー
　コロナ禍で様々な活動が制限される昨今。この企画では、「ヒ

ト・モノ・コト」を繋げるため、私（地域おこし協力隊：川口）

が、鶴田町で活動する「人材＝人財」（個人・企業・団体）を

ピックアップして「よそ者」目線で人物像を掘り下げ、不定期

でご紹介します！今回は鶴田町を拠点にアーティスト活動をし

ているサイトウパピコさんにお話を聞いてきました。

「絵を描くことで、「絵を描くことで、
信頼のバトンを渡していく」信頼のバトンを渡していく」

◈�現在のお仕事について教えてください

　“絵を描くこと”と“絵を教えること”を主な仕事とし
ています。絵を描くときは自分で創作して描くものと、
依頼されたものを描く、もしくはデザインするという2つ
のパターンがあります。創作したものは個展や展示会で
お客様にみてもらいます。気に入ったものがあれば購入
していただけます。最近は御朱印やお守りのデザインを
しました。鶴田八幡宮さんからお話を頂いたのがきっか
けで、SNSでそれをみた北海道の浦幌神社さんからもお守
りのデザインをご依頼いただきました。

　今回は鶴田町で活躍されるアーティストにお話を聞

きに行ってきました！ある角度からみると“自由でのび

のび”なのですが、また別の角度からみると“活動にと

ても真摯”という印象を受けました。アーティストであ

りお母さんでもあるパピコさんは、僕が思っている画家

とは少しイメージが違って、親近感があり肩肘を張らず

にお話しできる方でした。人との信頼をとても大切にし

ていて、柔らかく話しやすい中にもご自身が大切にして

いるものちゃんと感じることができました。

　鶴田町でこういった様々な才能をもった方が活躍さ

れていることは一町民としてとても誇らしく思います。

皆さんもぜひパピコさんの絵をご覧になってみてはい

かがでしょうか？

編 記後集
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アーティスト

　サイトウパピコさん

◈ 個人事業主として独立してよかったこと、 大変だっ
たことなどあれば教えてください

◈�アーティスト活動のきっかけを教えてください
　高校生の頃に美大に行ってみたいと思ったこともあっ
たのですが、当時の自分は絵を仕事にするということを
具体的にイメージできませんでした。小さい子供が好き
だったこともあり保育士になることにしたんです。保育
士として19年勤務していたのですが、児童心理の勉強を
するために一度仕事をやめることにしました。その時期、
趣味で描いていた絵をSNSに投稿していたのですが、そこ
から少しずつお仕事を頂くようになり、アーティストと
して活動できるようになりました。
　保育園勤務で得たものもたくさんありました。それは、
人との信頼関係を大切にすることです。その時の経験が、
個人事業主としてお客様やファンの方など自分を信頼し
て関係をもってくださる方の信頼に応えるような活動を
するという形で活かされています。また、当時の教え子
が個展に来てくれた時や、親御さんからお仕事を頂いた
ときは純粋にうれしいです。

　最初はイラストを多く描
いていました。そのうちア
ボリジニアート※というもの
に出会い、そこからヒント
を得て自分なりに表現した
ものが、現在力を入れて描
いているドットアートです。
色使いは青を基調としてい
ます。自分が青や緑が好き
なのも一つですが、自分が
住んでいる青森の海や森を
意識するように描いていま
す。鯵ヶ沢出身で幼いころ
から山と海に囲まれていたという経験も反映されている
と思います。アートに関して、見た時に何を感じるかは
見た人の自由だと思っているのですが、自分が創作して
いるときは“見た人の中にある光”をイメージして創作
しています。また、ドットアートは手で触るとポコポコ
と点の感触があるので、目が見えない方にも楽しんでも
らえるアートとして表現できないかと考えています。
　私の絵のコンセプトは“人を笑顔にする”ということ
です。自分が元保育士、母親だという経験もあり、特に
女性に寄り添えるような絵を描きたいと思っています。
家事や育児、仕事と様々な場面で頑張りすぎている女性
を、絵を通して笑顔にしてあげられたらいいなと思って
います。
※�アボリジニアート－多くの点とその集合により様々な
世界を表現する技法が多く用いられるアート

◈�パピコさんの絵について教えて下さい

◈�最後に鶴田町への想いを教えてください

　私は子供が3人いて、町には助けられていると感じてい
て感謝しています。小学校や中学校は地域密接な感じが
していて、3世代ふれあい祭りなど、子供が喜ぶ行事に力
を注いでくれているのは親としてとてもありがたいです。
実際子供たちは喜んでいました。そういった感謝の気持
ちを絵画教室や展示会など活動を通して還元していきた
いです。

　大変なことしかなかったなぁ。(笑)個人事業主は収入
や仕事に波があります。今はそういうものだとある程度
自分で理解しているのですが、始めた当初はその不安定
さや恐怖心を受け止めることが大変でした。
　いいことは自由になる感覚があったことです。保育士
時代は保育士という職業に没頭して、満足していました。
でも、もう少し違う場面や場所で自分が大切にしている

ことを表現できないかと思い、保育士を退職しました。「信
頼」というエネルギーをアーティスト活動を通して皆様
にお返ししているイメージです。

サイトウパピコさん直近スケジュール
○個展　6/17(金 )～ 22(水 ) 11:00～ 17:00

　場所：FOREST BLUE（五所川原市）

○展示会　7/2～ 7/31

　場所：歴史文化伝承館

○絵画教室　7月～ 8月

　場所：公民館　参加費 (材料費 )500円

　対象：小学 3年～中学 3年生

　問　0173-22-2818(公民館 )


